
令和
れいわ

３年
ねん

４月
  がつ

時点
じてん

最大
さいだい

時
じ 現状

げんじょう

最大
さいだい

時
 じ

現状
げんじょう

施設
しせつ

整備
せいび

面
めん

運営
うんえい

面
めん

宮城
みやぎ

県
けん

2,292,385 船形
ふながた

コロニー
　　ころにー 指定

してい

管
か

理
んり

（社福
しゃふく

）

宮城
みやぎ

県
けん

社
しゃ

会
かい

福祉
ふくし

協
きょ

議会
うぎかい

500 300

はちくら園
えん

100

おおくら園
えん

100

かまくら園
えん

100

まつくら園
えん

100

とがくら園
えん

100

おおくら園
えん

（新築
しんちく

済
すみ

）

かまくら園
えん

（新築
しんちく

済
すみ

）

新
しん

居住
きょじゅう

棟
　とう

（建設
けんせ

中
つちゅう

）

とがくら園
えん

（改
か

修
いしゅう

）

※Ｒ3.4時点
じてん

の施設
しせつ

ＨＰ
ほーむぺーじ

記載
　　きさい

の利用者
りようしゃ

現況
げんきょう

は230名
めい

。建設
けんせつ

中の新居住棟
しんきょじゅうとう

を合
あ

せて、定員
ていいん

は300名
めい

となる予定
よてい

。

・一度
いちど

「解体
かいたい

宣言
せんげん

」が出
だ

されたが、県
けん

全域
ぜんいき

のセーフティネット
　　　せーふてぃねっと

、民間
みんかん

のバッ
　ばっ

クアップ
くあっぷ

、地域
ちいき

の社会
しゃかい

資源
しげん

のコーディ
　　こーでぃねー

ネーター
たー

の役割
やくわり

があるとして、定員
ていいん

規
き

模
ぼ

（300人
にん

）を維持
いじ

し、県立
けんりつ

施設
　しせつ

とし

て存続
そんぞく

することとされた。

（Ｈ26.6～H27.1　県立
けんりつ

障害
 しょうがい

児者
  じしゃ

入所
にゅうしょ

施設
  しせつ

のあり方
かた

検討
けんとう

会
かい

）

・Ｈ28.6の船形コロニー整備事業基本
ふながたころにーせいびじぎょうきほんこうそ

構想
う

で、現在
げんざい

の場所
ばしょ

での建替方針
だてかえほうしん

。Ｒ

6年度
ねんど

に全面供用予定
ぜんめんきょうようよてい

。

・県
けん

の基本構想
きほんこうそう

により建
た

て替
か

え

が進
すす

む。総事業費
そうじぎょうひ

は約
やく

89億円
おくえん

。

・おおくら園
えん

とかまくら園
えん

は老
ろ

朽
うきゅう

化
  か

のため取壊
とりこわ

して新築
しんちく

（Ｒ2.9

に新
あら

たな居住棟
きょじゅう とう

２棟
とう

の供用
きょうよう

開
  

始
かいし

）。老朽化
ろうきゅうか

で閉鎖
へいさ

中
ちゅう

の旧
きゅう

はち

くら園
えん

と旧
きゅう

セルプ
　　せるぷ

ふながたを取
と

り壊
こわ

し、跡
あと

地
ち

に新
あら

たな居住
きょじゅう

棟
とう

を

整備
せいび

。80の個室
こしつ

（１ユニット
ゆにっと

10

室
しつ

）×３棟
とう

、バリアフリー対
ばりあふりー　　　　たい

応
おう

。

・Ｒ2.9に開所式
かいしょしき

を実施
じっし

し新
あら

たな

居住棟
きょじゅうとう

２棟
とう

（新
しん

おおくら園
えん

とか

まくら園
えん

）の供用開始
きょうようかいし

。名称
めいしょう

も

『船形の郷
ふながた　さと

』に改称
かいしょう

。今後
　こんご

、居
きょ

住棟
じゅうとう

を１棟新築
とうしんちく

、１棟改修
とうかいしゅう

（と

がくら園
えん

）。

【基本
きほん

的
てき

役割
やくわり

】

・県
けん

全域
ぜんいき

のセーフティネット
　　せーふてぃねっと

の役割
やくわり

・民間
みんかん

をバックアップ
ばっくあっぷ

する役割
やくわり

・地域
ちいき

の社会
しゃかい

資源
しげん

をコーディ
こーでぃ

ネート
ねーと

す

る役割
やくわり

【地域
ちいき

移行
いこう

等
とう

】

・定員
ていいん

はＨ17年度末
ねんどまつ

に500人
にん

→300人
にん

に

（地域移行
ちいきいこう

を進
すす

めて利用者減
りようしゃげん

のた

め）。以降定員
いこうていいん

に変更
へんこう

なし。

施設
しせつ

のＨＰ
ほーむぺーじ

、

船形
ふながた

コロニー
　ころにー

整備
せいび

事業
じぎょう

　基
き

本
ほん

構想
こうそう

（H28.6）等
とう

より

山形
やまが

県
たけん

1,082,296
総合
そうごう

コロニー
　ころにー

希望
きぼう

が丘
おか

民間
みんかん

移
い

譲
じょう

（社福
しゃふく

）

山形県
やまがたけん

社
しゃ

会
かい

福祉
ふくし

事
じ

業団
ぎょうだん

500 300

※人数
にんずう

内訳
うちわけ

不明
ふめい

こだま寮
りょう

しらさぎ寮
りょう

ひめゆり寮
りょう

まつのみ寮
りょう

あさひ寮
りょう

しおり45

しらさぎ寮
りょう

70

ひめゆり寮
りょう

70

まつのみ寮
りょう

70

あさひ寮
りょう

45

・Ｈ28.6に県立
けんりつ

障
しょう

がい者
しゃ

施設
しせつ

見直
みなお

し方
ほ

針
うしん

が出
だ

され、その中
なか

で県立
けんりつ

障
しょう

がい者
しゃ

６

施設
しせつ

について、Ｈ28.4から事業団
じぎょうだん

への

移譲
いじょう

が提示
ていじ

された。

・Ｈ27.7に県立
けんりつ

障
しょう

がい者
しゃ

施設
しせつ

見直
みなお

し工
こ

程
うてい

表
 ひょう

策定
   さくてい

。希望
 きぼう

が丘
おか

コロニー
 ころにー

は寮
りょう

の再
さ

編
いへん

に伴
ともな

う大規模
だいきぼ

改修
かいしゅう

となった。

・寮
りょう

の再編
さいへん

に伴
ともな

う大規模
だいきぼ

改修
かいしゅう

【施設の役割等】

・地域
ちいき

移行
いこう

の推進
すいしん

・要
よう

介護
かいご

高齢
こうれい

障
しょう

がい者
しゃ

の受入
うけい

対策
たいさく

・強度
きょうど

行動
こうどう

障
しょう

がい者
しゃ

の受入
うけいれ

強化
きょうか

・重症
じゅうしょう

心身
　　しんしん

障
　　しょう

がい者
しゃ

の短期
たんき

入所
にゅうしょ

受入
  うけいれ

強
　

化
きょうか

施設
しせつ

のＨＰ、
　ほーむぺーじ

社会
 しゃかい

福祉
 ふくし

事業
じぎょ

団
うだん

の広報誌
こうほうし

等
とう

より

県
けん

立等
たちとう

の障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

の検討
けんとう

事例
じれい

（過去
 かこ

の最大
さいだい

定員
ていいん

が400名
めい

以上
いじょう

、障害
しょうがい

者
もの

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

施行
しこう

以後
いご

にあり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

が実施
じっし

された施設
しせつ

）

府県
ふけん

等
とう 施設

しせつ

名
めい

備考
びこう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん運営

うんえい

状
じょ

況
うきょう

（直
ちょ

営
くえい

・指
し

定
てい

管
か

理
んり

・民
み

間
んかん

移譲
いじょう

等
とう

）

運営
うんえい

主体
しゅたい

府県
ふけん

人口
じんこう

規模
きぼ

(R2.1.1住
じゅ

基
うき

台帳
だいちょう

人
　

口
じんこう

）

内訳
うちわけ

取組
とりくみ

・支援
しえん

等
とう

あり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

の経緯
けいい

・状況
じょうきょう
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（過去
 かこ

の最大
さいだい

定員
ていいん

が400名
めい

以上
いじょう

、障害
しょうがい

者
もの

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

施行
しこう

以後
いご

にあり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

が実施
じっし

された施設
しせつ

）

府県
ふけん

等
とう 施設

しせつ

名
めい

備考
びこう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん運営

うんえい

状
じょ

況
うきょう

（直
ちょ

営
くえい

・指
し

定
てい

管
か

理
んり

・民
み

間
んかん

移譲
いじょう

等
とう

）

運営
うんえい

主体
しゅたい

府県
ふけん

人口
じんこう

規模
きぼ

(R2.1.1住
じゅ

基
うき

台帳
だいちょう

人
　

口
じんこう

）

内訳
うちわけ

取組
とりくみ

・支援
しえん

等
とう

あり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

の経緯
けいい

・状況
じょうきょう

茨城
いばらぎ

県
けん

2,921,436 あすなろの郷
さと 指定

してい

管
か

理
んり

（社福
しゃふく

）

茨城
いばらぎ

県
けん

社
しゃ

会
かい

福祉
ふくし

事
じ

業団
ぎょうだん

県立
けんりつ

あすなろ

の郷
さと

検討
けんとう

委員
いいん

会
かい

報告書
ほうこくしょ

（Ｈ

29.9）、県立
けんりつ

あすなろの郷
さと

建
た

替
か

え整備
せいび

計
け

画
いかく

等
　とう

より

【県
けん

と運営主体
うんえいしゅたい

の役割等
やくわりとう

】

・県
けん

は「地域移行等
ちいきいこうとう

」の促進
そくしん

のため、家族
かぞく

等
など

の不安払拭
ふあんふっしょく

、運営主体
うんえいしゅたい

（事業団
じぎょうだん

）への支
し

援
えん

とともに、民間施設等
みんかんしせつとう

との連携
れんけい

のために

必要
ひつよう

となる新
あら

たな支援方策
しえんほうさく

・連携体制
れんけいたいせい

の整
せ

備等
いびとう

を行
おこな

う。

・運営主体
うんえいしゅたい

は，自立的経営
じりつてきけいえい

への転換
てんかん

を目指
　めざ

し，県
けん

と連携
れんけい

して建
た

て替
か

え後
ご

の必要
ひつよう

な人材
じんざい

の確保
かくほ

とともに，民間施設
みんかんしせつ

及
およ

び医療機関等
いりょうきかんとう

との連携体制
れんけいたいせい

の構築方策
こうちくほうさく

を検討
けんとう

する。

【地域
ちいき

移行
いこう

等
とう

】

・全
すべ

ての入所者本人
にゅうしょしゃほんにん

の意向
　いこう

を尊重
そんちょう

。家族
かぞく

の

希望
きぼう

にも配慮
はいりょ

。丁寧
ていねい

な説明及
せつめいおよ

び聴
き

き取
と

り等
とう

を行
おこな

い理解
りかい

が得
え

られた方
かた

のみ「地域移行
　ちいきいこ

等
うとう

」に取組
 とりく

む。

・「地域移行等
　ちいきいこうとう

」にはグループホーム
　ぐるーぷ　ほーむ

（Ｇ

Ｈ）等
とう

への地域生活移行
ちいきせいかついこう

のほか，ＧＨ移行
いこう

を前提
ぜんてい

とした民間施設
みんかんしせつ

への入所
にゅうしょ

とともに高
こ

齢者福祉施設
うれいしゃふくししせつ

への入所
にゅうしょ

も含
ふく

むが「家庭復
　かてい

帰
ふっき

」は原則前提
げんそくぜんてい

としない。

590 462
障害者
しょうがいしゃ

支援
　 しえん

施
  

設
しせつ

:590

障害者
しょうがいしゃ

支援
　 しえん

施
　

設
しせつ

:462

【建
た

て替
か

え整備
せいび

計
け

画
いかく

】

・セーフティネッ
　　　せーふてぃねっと

ト棟
とう

200

・医療
いりょう

型
がた

障害
しょうがい

児
　じ

入
にゅ

所
うしょ

施設
  しせつ

40

・生活
せいかつ

訓練
くんれん

を行
おこな

う

施設
しせつ

（あすなろの

郷
さと

内
ない

）60×3棟
とう

程度
ていど

・あすなろの郷
さと

外
がい

における障害者
しょうがいしゃ

支
  

援
しえん

施設
 しせつ

40～60

・老朽化等
ろうきゅうかとう

の課題
かだい

につき，建
た

て替
か

えを

前提
ぜんてい

に，今後
こんご

のあり方
かた

の検討
けんとう

のため，

県立
けんりつ

あすなろの郷
さと

検討委員会
 けんとういいんかい

を設置
せっち

（Ｈ28.9～Ｈ29.8に６回
かい

開催
かいさい

）。これ

からの施設
しせつ

を「セーフティネット
せ ー ふ て ぃ ね っ と

棟
とう

」

「高齢化
こうれいか

棟
とう

」「地域
ちいき

移行
いこう

促進
そくしん

センター
せ ん た ー

（仮
かり

）」とした。運営
うんえい

主体
しゅたい

は引
ひ

き続
つづ

き

事業団
じぎょうだん

。

・整備
せいび

調整
ちょうせい

会議
  かいぎ

（Ｈ31.2～Ｒ1.7）に

おいて建替
たてか

え整備計画
せいびけいかく

を策定
さくてい

。Ｒ6年
　

度完成予定
ねんどかんせいよてい

。

※整備
せいび

計画
けいかく

では「高齢化
こうれいか

棟
とう

」は区分
くぶん

せ

ず、生活
せいかつ

訓練
くんれん

を行
おこな

う施設
しせつ

（あすなろの

郷
さと

内
ない

）とあすなろの郷
さと

外
がい

における障害
しょう

者
がいしゃ

支援
  しえん

施設
しせつ

に終
つい

の棲家
すみか

の機能
きのう

も持
も

たせ

る。

・老朽化
ろうきゅうか

、高齢
こうれい

化
 か

、重度化
じゅうどか

が課
か

題
だい

。

・あすなろの郷
さと

の敷地
しきち

は埋蔵
まいぞう

文
ぶ

化
んか

包蔵
ほうぞう

地
ち

を含
ふく

むため土地
とち

開発
かいはつ

に

制約
せいやく

。

・新
あら

たな施設
しせつ

の整備計画
せいびけいかく

では県
けん

と民間事業者
みんかんじぎょうしゃ

で役割分担
やくわりぶんたん

。民間
みんか

事業者
んじぎょうしゃ

では対応
たいおう

が困難
こんなん

な人
ひと

を支
し

援
えん

する施設
しせつ

（セーフティネット
せーふ      てぃねっととう

棟）及
およ

びあすなろの郷病院
さとびょういん

につ

いては県
けん

が対応
たいおう

。生活訓練
せいかつくんれん

など

を行う施設
おこな　しせつ

（あすなろの郷内
さとない

）

やあすなろの郷外
さとがい

における障害
しょう

者支援施設
がいしゃしえんしせつ

については、民間活
みんかんか

力
つりょく

を導入
どうにゅう

する。
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（直
ちょ

営
くえい

・指
し

定
てい

管
か

理
んり

・民
み

間
んかん

移譲
いじょう

等
とう

）

運営
うんえい

主体
しゅたい

府県
ふけん

人口
じんこう

規模
きぼ

(R2.1.1住
じゅ

基
うき

台帳
だいちょう

人
　

口
じんこう

）

内訳
うちわけ

取組
とりくみ

・支援
しえん

等
とう

あり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

の経緯
けいい

・状況
じょうきょう

（社
しゃ

福
ふく

）

千葉県社
ちばけんしゃか

会福祉事
いふくしじぎょ

業団
うだん

千葉県
ちばけん

ＨＰ
ほーむぺーじ

、

「（参考
さんこう

）千
ち

葉県
ばけん

袖ケ浦
そでがうら

福
ふ

祉
くし

センター見
み

直
なお

しの経緯
けいい

に

ついて」（Ｒ

2.8.31）等
とう

よ

り

【地域
ちいき

移行
いこう

等
とう

】

・暮
く

らしの場
ば

支援
しえん

会議
かいぎ

を設置
せっち

し、受入
うけい

候補施設等
れこうほしせつとう

において、短期
たんき

での入所等
にゅうしょとう

の機会
きかい

を提供
ていきょう

し、アセスメントを通
つう

じ

て本人
ほんにん

の意思
いし

を汲
く

み取
と

りつつ、保護者
ほごしゃ

の意向
いこう

も踏
ふ

まえ、一人
ひとり

ひとりに合
あ

った

支援
しえん

が受
う

けられるよう、暮
く

らしの場支
　ばし

援会議
えんかいぎ

において、受入先
うけいれさき

を調整
ちょうせい

する。

・県
けん

は民間
みんかん

事業者
じぎょうしゃ

や市町村
しちょうそん

と連携
れんけい

した

代替
だいたい

の支援
しえん

システム
　しすてむ

を構築
こうちく

。受
う

け入
い

れ

先
さき

の調整
ちょうせい

を図
はか

るほか、民間
みんかん

のＧＨの整
せ

備
いび

や人員
じんいん

増強
ぞうきょう

の費用
ひよう

について補助
ほじょ

制度
せいど

を創設
そうせつ

。

・袖ヶ浦
そでがうら

福祉
ふくし

センター
　せんたー

利用者
りようしゃ

に対
たい

して

は意思
いし

を汲
く

み取
と

り、保護
ほご

者
しゃ

からの相談
そうだん

に対応
たいおう

し、民間
みんかん

の事業者
じぎょうしゃ

への支援
しえん

につ

なげるため「意思決定
いしけってい

支援
しえん

アドバイ
　　あどばいざー

ザー」を配置
はいち

。

なし（Ｒ４年度
ねんど

末
まつ

までに廃止
はいし

予
よ

定
てい

）

・Ｈ25.11の虐待
ぎゃくたい

死亡
　しぼう

事件
 じけん

を受
う

けた、

法人
ほうじん

施設
しせつ

運営
うんえい

の見直
みなお

し状況
じょうきょう

に対
たい

する進
し

捗
んちょく

管理
  かんり

委員会
いいんかい

の評価
ひょうか

提言
ていげん

を踏
ふ

まえて

袖ヶ浦
そでがうら

福祉
ふくし

センター
 せんたー

検討
けんとう

会議
かいぎ

を設置
せっち

（H30.12～R1.7に６回
かい

開催
かいさい

）。

・Ｒ2.8、今後
こんご

、利用者
りようしゃ

全員
ぜんいん

の移行
いこう

を

行
おこな

った上
うえ

でＲ4年度
ねんど

末
まつ

までに廃止
はいし

とし

た。

指定管
していかん

理
り

袖ヶ浦福祉セ
そでがうらふくしせん

ンター
たー

6,319,772
千葉
ちばけ

県
ん

更生
こうせい

園
 えん

90

養育園
よういくえん

40

更生園
こうせいえん

280

養育園
よういくえん

150
130430



令和
れいわ

３年
ねん

４月
  がつ

時点
じてん

最大
さいだい

時
じ 現状

げんじょう

最大
さいだい

時
 じ

現状
げんじょう

施設
しせつ

整備
せいび

面
めん

運営
うんえい

面
めん

県
けん

立等
たちとう

の障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

の検討
けんとう

事例
じれい

（過去
 かこ

の最大
さいだい

定員
ていいん

が400名
めい

以上
いじょう

、障害
しょうがい

者
もの

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

施行
しこう

以後
いご

にあり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

が実施
じっし

された施設
しせつ

）

府県
ふけん

等
とう 施設

しせつ

名
めい

備考
びこう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん運営

うんえい

状
じょ

況
うきょう

（直
ちょ

営
くえい

・指
し

定
てい

管
か

理
んり

・民
み

間
んかん

移譲
いじょう

等
とう

）

運営
うんえい

主体
しゅたい

府県
ふけん

人口
じんこう

規模
きぼ

(R2.1.1住
じゅ

基
うき

台帳
だいちょう

人
　

口
じんこう

）

内訳
うちわけ

取組
とりくみ

・支援
しえん

等
とう

あり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

の経緯
けいい

・状況
じょうきょう

＜検討会報告書
けんとうかいほうこくしょ

（Ｒ3.3）より＞

【県
けん

・コロニーの役割
やくわり

】

・セーフティ機能
きのう

（緊急
きんきゅう

的
てき

な短期
たんき

入所
にゅうしょ

支援
しえん

、強度
きょうど

行動
こうどう

障害
しょうがい

者
 　しゃ

への支援
しえん

、現
げん

利
り

用者
ようしゃ

への適切
てきせつ

な支援
しえん

）

・地域
ちいき

支援
しえん

機能
きのう

（強度
きょうど

行動
こうどう

障害等
 しょうがいとう

に関
 かん

する相談支援
そうだんしえん

、強度行動障害者支援
きょうどこうどうしょうがいしゃしえん

の

人材育成
 じんざいいくせい

）

【地域生活支援等
ちいきせいかつしえんとう

】

・利用者
りようしゃ

の意思
 いし

と家族
かぞく

の理解等
りかいとう

を前提
ぜんてい

とし、利用者
りようしゃ

の意思
 いし

や利益
りえき

に反
はん

した地
ち

域生活移行等
いきせいかついこうとう

は進
すす

めない。

＜検討
けんとう

会
かい

報告書（Ｒ3.3）より＞

・個別
こべつ

で適切
てきせつ

な支援
しえん

を行
おこな

うた

め、施設
しせつ

規模
きぼ

の縮小
しゅくしょう

と併
あわ

せて居
きょ

室
しつ

の個室化
こしつか

が不可欠
ふかけつ

であり、２

人
にん

室
しつ

を解消
かいしょう

するまで一定
いってい

期間
きかん

新
し

規
んき

入所
にゅうしょ

を停止
ていし

することも必要
ひつよう

と

思
おも

われる。

・児童部及
じどうぶ　およ

び成人部
せいじんぶ

は、主
おも

に強
きょ

度行動障害者
うどこうどうしょうがいしゃ

への支援
しえん

を行
おこな

って

いることから当面
とうめん

は支援
しえん

を継
け

続
いぞく

。

・高齢期更生部
こうれいきこうせいぶ

及
およ

び重複更生
ちょうふくこう

部
せいぶ

：意思決定支援
 いしけっていしえん

を行
おこな

いながら

地域生活移行等
ちいきせいかついこうとう

を進
すす

め、将来的
しょうらいてき

には廃止
はいし

（期限
きげん

を定
さだ

めず段階的
だんかいてき

に）が適当
てきとう

。

・社会復帰部
しゃかいふっきぶ

はH27年度以降
ねんどいこう

利用
りよう

者
しゃ

がいない状況
じょうきょう

が続
　つづ

いており、

廃止
はいし

が適当
てきとう

。

・Ｈ16「障害者
しょうがいしゃ

福祉
  ふくし

施策
しさく

検討
けんとう

委員会
いいんかい

報
ほ

告書
うこくしょ

」において、コロニーについて

は、民間
みんかん

施設
しせつ

において最
さい

重度
じゅうど

、強度
きょうど

行
こ

動
うどう

障害
しょうがい

児
   じ

・者
しゃ

の受入
うけい

れが十分
じゅうぶん

には進
すす

ん

でいないことから、当面
とうめん

は直営
ちょくえい

を継続
けいぞく

していく中
なか

で、定員
ていいん

を縮小
しゅくしょう

させながら

併
あわ

せて社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

への移管
いかん

等
とう

も検討
けんとう

していくべき」とされた。

・その後
ご

、社会
しゃかい

状況
じょうきょう

が変化
 へんか

したことか

らＲ1.10、コロニーの役割
やくわり

、機能
きのう

、運
う

営
んえい

方法
ほうほう

等
とう

を検討
けんとう

するため、あり方
かた

検討
けんとう

会
かい

を設置
せっち

。Ｒ3.3に報告書
ほうこくしょ

取
 と

りまと

め。地域
ちいき

の民間
みんかん

施設
しせつ

等
とう

において支援
しえん

方
ほ

法
うほう

のノウハウとスキルが蓄積
ちくせき

されてお

り、今後
こんご

のコロニーは県立
けんりつ

施設
 しせつ

として

維持
いじ

しつつ民間
みんかん

による運営
うんえい

を行
おこな

うこと

が適当
てきとう

とされた。

県
けん

直営
ちょくえいコロニーにい

がた白岩
しらいわ

の里
さと

2,236,042
新潟
にいが

県
たけん

コロニーにい

がた白岩
しらいわ

の里
さと

のあり方
かた

検討
けんとう

委員会
いいんかい

報告書
ほうこくしょ

(Ｒ3.3）等
とう

よ

り。

児童
じどう

部
ぶ

:25

成人
せいじん

部
ぶ

:75

高齢
こうれい

期
き

更生
こうせい

部
ぶ

:40

重複
ちょうふく

更生部
ぶ

:40

社会
しゃかい

復帰
ふっき

部
ぶ

:40

更生棟
とう

:100

授産
じゅさん

３棟
とう

300（100

×３棟
とう

）

重度
じゅうど

児
じ

棟
とう

100

220500



令和
れいわ

３年
ねん

４月
  がつ

時点
じてん

最大
さいだい

時
じ 現状

げんじょう

最大
さいだい

時
 じ

現状
げんじょう

施設
しせつ

整備
せいび

面
めん

運営
うんえい

面
めん

県
けん

立等
たちとう

の障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

の検討
けんとう

事例
じれい

（過去
 かこ

の最大
さいだい

定員
ていいん

が400名
めい

以上
いじょう

、障害
しょうがい

者
もの

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

施行
しこう

以後
いご

にあり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

が実施
じっし

された施設
しせつ

）

府県
ふけん

等
とう 施設

しせつ

名
めい

備考
びこう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん運営

うんえい

状
じょ

況
うきょう

（直
ちょ

営
くえい

・指
し

定
てい

管
か

理
んり

・民
み

間
んかん

移譲
いじょう

等
とう

）

運営
うんえい

主体
しゅたい

府県
ふけん

人口
じんこう

規模
きぼ

(R2.1.1住
じゅ

基
うき

台帳
だいちょう

人
　

口
じんこう

）

内訳
うちわけ

取組
とりくみ

・支援
しえん

等
とう

あり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

の経緯
けいい

・状況
じょうきょう

施設
しせつ

ＨＰ
ほーむぺーじ

、Ｈ

29.3のあり方
かた

検討会
けんとうかい

の報告
ほうこ

書
くしょ

等
  とう

より

＜検討会報告書
けんとうかいほうこくしょ

（Ｈ29.3）より＞

【西
にし

駒
こま

郷
ごう

と民間
みんかん

の役割
やくわり

等
とう

】

〇県立
けんりつ

施設
しせつ

として今後
こんご

担
にな

うべき役割
やくわり

・セーフティネット
　　せーふてぃねっと

の確保
かくほ

、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

の推進
すいしん

〇県立施設
けんりつしせつ

として実施
じっし

する事業
じぎょう

・施設入所支援
しせつにゅうしょしえん

、短期入所
たんきにゅうしょ

、生活介
せいかつか

護
いご

、相談支援
そうだんしえん

〇民間事業者
みんかんじぎょうしゃ

による実施
じっし

が適当
てきとう

な事業
じぎょう

・生活介護
せいかつかいご

（通所者分
つうしょしゃぶん

）、生活訓練
せいかつくんれん

、

就労移行支援
しゅうろういこうしえん

、就労継続支援
しゅうろうけいぞくしえん

Ａ型及
　えーがたおよ

び

Ｂ型
 びーがた

【地域生活支援
ちいきせいかつしえん

】

・県全体
けんぜんたい

の地域生活移行
ちいきせいかついこう

の推進役
すいしんやく

・地域生活支援体制
ちいきせいかつしえんたいせい

のモデル施設
しせつ

＜検討
けんとう

会
かい

報告書
ほうこくしょ

（Ｈ29.3）より

＞

・老朽化
ろうきゅうか

施設
しせつ

の改善
かいぜん

利用者
りようしゃ

のＱＯＬ向上
きゅーおーえるこうじょう

のため、老
ろ

朽化施設
うきゅうかしせつ

の整備
せいび

が求
もと

められる。

・支援
しえん

機能
きのう

の強化
きょうか

入所
にゅうしょ

者
しゃ

の高齢化
こうれいか

・重度化
じゅうどか

の一
いっ

方
ぽう

、地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

を希望
きぼう

する入
にゅ

所
うしょ

者
　しゃ

が減少
げんしょう

。

・効率的
こうりつてき

な運営
うんえい

広大
こうだい

な土地
とち

が、利用者規模縮小
りようしゃきぼしゅくしょう

に対
たい

して過大
かだい

。維持管理負担
　　いじかんりふたん

も

大
だい

。施設
しせつ

の再配置
さいはいち

、利用停止建
りようていしたても

物
の

の撤去
てっきょ

、不要土地
　ふようとち

の有効活用
ゆうこうかつよ

等検討
うとうけんとう

が必要
ひつよう

。

・Ｈ16「西
にし

駒
こま

郷
ごう

基本
きほん

構想
こうそう

」に基
もと

づき地
ち

域
いき

生活
せいかつ

移行
いこう

を進
すす

め、入所者
にゅうしょしゃ

数
　すう

は取組
とりくみ

前
　まえ

の441名
めい

から102名
めい

に大
おお

きく減少
げんしょう

。新規
しんき

入所
にゅうしょ

者
しゃ

を受
う

け入
い

れていない。

・基本構想後
きほんこうそうご

の施設
しせつ

の役割
やくわり

・機能
きのう

・運
う

営方法
んえいほうほう

を見直
みなお

すため、平成
へいせい

28年
ねん

にあり

方
かた

検討会
 けんとうかい

を設置
せっち

（H28.7～H29.3に４回
かい

実施
じっし

）。

ひまわり32

さくら60

まつば14

保護
ほご

部
ぶ

（重度
じゅうど

棟
とう

）

60

更生
こうせい

訓練
くんれん

部
ぶ

190（う

ち児童
じどう

30）

生業
せいぎょう

部
  ぶ

250

106500

（社福
しゃふく

）

長野
ながの

県
けん

社
しゃ

会
かい

福祉
ふくし

事
じ

業団
ぎょうだん

指定
してい

管
か

理
んり西

にし

駒
こま

郷
ごう

2,087,307
長野
ながの

県
けん



令和
れいわ

３年
ねん

４月
  がつ

時点
じてん

最大
さいだい

時
じ 現状

げんじょう

最大
さいだい

時
 じ

現状
げんじょう

施設
しせつ

整備
せいび

面
めん

運営
うんえい

面
めん

県
けん

立等
たちとう

の障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

の検討
けんとう

事例
じれい

（過去
 かこ

の最大
さいだい

定員
ていいん

が400名
めい

以上
いじょう

、障害
しょうがい

者
もの

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

施行
しこう

以後
いご

にあり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

が実施
じっし

された施設
しせつ

）

府県
ふけん

等
とう 施設

しせつ

名
めい

備考
びこう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん運営

うんえい

状
じょ

況
うきょう

（直
ちょ

営
くえい

・指
し

定
てい

管
か

理
んり

・民
み

間
んかん

移譲
いじょう

等
とう

）

運営
うんえい

主体
しゅたい

府県
ふけん

人口
じんこう

規模
きぼ

(R2.1.1住
じゅ

基
うき

台帳
だいちょう

人
　

口
じんこう

）

内訳
うちわけ

取組
とりくみ

・支援
しえん

等
とう

あり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

の経緯
けいい

・状況
じょうきょう

【府
ふ

と民間
みんかん

の役割
やくわり

等
とう

】

（府
ふ

）・児
じ

施設
しせつ

の運営
うんえい

（指定
してい

管理
かんり

）

・知的
ちてき

障害
しょうがい

者
　しゃ

授産
　じゅさん

施設
　しせつ

の廃止
はいし

（事業団
じぎょうだん

）

・「種別
しゅべつ

変更
へんこう

」重心
じゅうしん

施設
しせつ

、特養
とくよう

施設
しせつ

の

設置
せっち

。

・「老朽化
ろうきゅうか

による建替
たてかえ

」障害者
しょうがいしゃ

支援
　しえん

施
し

設
せつ

（60名
めい

×３棟
とう

）の設置
せっち

・「地域
ちいき

移行
いこう

」府内
ふない

各地域
かくちいき

におけるＧ

Ｈの設置
せっち

【地域移行等】

・再編中
さいへんちゅう

は新規
しんき

入所
にゅうしょ

受入
　うけいれ

れを停止
ていし

。

・地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

への移行
いこう

を着実
ちゃくじつ

に進
すす

め

るために、圏域
けんいき

ごとに「地域
ちいき

移行
いこう

セン

ター事業
じぎょう

」を実施
じっし

。GHを整備
せいび

し、府立
ふりつ

施設
しせつ

から定員
ていいん

の半分
はんぶん

以上
いじょう

を受
う

け入
い

れる

場合
ばあい

、人件費
じんけんひ

や家賃
やちん

等
など

の補助
ほじょ

を実施
じっし

。

（※GHから再入所
さいにゅうしょ

する例
れい

あり）

茨城
いばらき

県
けん

あすな

ろ郷
さと

検討
けんとう

委員
いいん

会
かい

の資料
しりょう

「県
け

立
んりつ

あすなろの

郷
さと

検討
けんとう

に係
かか

る

先行
せんこう

事例
じれい

調査
ちょうさ

結果
けっか

」等
とう

より

・大阪府
おおさかふ

社会
しゃかい

福祉
ふくし

事業団
じぎょうだん

が実施
じっし

主体
しゅたい

として新施設
しんしせつ

を整備
せいび

。府
ふ

が

財政支援
ざいせいしえん

。府
ふ

から財政
ざいせい

支援
しえん

した

事業団
じぎょうだん

積立
 つみたて

金
 きん

（Ｈ15から積立
つみたて

）

のトータルは約
やく

55億
おく

円
えん

。

・Ｈ15作成
さくせい

「金剛
こんごう

コロニーの今後
こんご

のあ

り方
かた

について」に基
もと

づき、地域
ちいき

移行
いこう

、

利用者
りようしゃ

の状態
じょうたい

に合
あ

った支援
しえん

のできる施
し

設
せつ

種別
しゅべつ

への変更
へんこう

（老朽化
ろうきゅうか

による建替
たてか

）

の二
ふた

つを再整備
さいせいび

の方針
ほうしん

とした。

・大阪府
おおさかふ

はＨ22.10に策定
さくてい

した「大阪
おおさ

府
かふ

財政
ざいせい

構造
こうぞう

改革
かいかく

プラン（案）
　　あん

」で金剛
こんごう

コロニーのＨ29年度
ねんど

の民営
みんえい

化
か

を明記
めいき

。

（※障害
しょうがい

児
じ

施設
しせつ

については、府立
ふりつ

民営
みんえい

で指定
してい

管理
かんり

者
しゃ

制度
せいど

を継続
けいぞく

。）

障害
しょうがい

者
  しゃ

支援
  しえん

施設
 しせつ

180

（60名
めい

×３棟
とう

、個
こ

室
しつ

・20名
めい

ユニッ

ト）

【参考
さんこう

：種別
しゅべつ

変
 へ

更
んこ

】

・重症
・じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

施設
しせつ

100、特別
とくべつ

養護
ようご

老人
ろうじん

ホーム80

(※全
すべ

て建替
たてか

え）

知的
ちてき

障害
しょうがい

者
  しゃ

更生
  こうせい

施設
しせつ

　460

知的
ちてき

障害
しょうがい

者
  しゃ

授産
  じゅさん

施設
しせつ

　290

知的
ちてき

障害
しょうがい

児
  じ

施設
しせつ

100

180

(365)

850

（社福
しゃふく

）大
お

阪府
おさかふ

障害
しょうがい

者
しゃ

福祉
ふくし

事業
　じ

団
ぎょうだん

民間
みんかん

移譲
いじょう

金剛
こんごう

コロニー8,849,635大阪府
おおさかふ



令和
れいわ

３年
ねん

４月
  がつ

時点
じてん

最大
さいだい

時
じ 現状

げんじょう

最大
さいだい

時
 じ

現状
げんじょう

施設
しせつ

整備
せいび

面
めん

運営
うんえい

面
めん

県
けん

立等
たちとう

の障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

の検討
けんとう

事例
じれい

（過去
 かこ

の最大
さいだい

定員
ていいん

が400名
めい

以上
いじょう

、障害
しょうがい

者
もの

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

施行
しこう

以後
いご

にあり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

が実施
じっし

された施設
しせつ

）

府県
ふけん

等
とう 施設

しせつ

名
めい

備考
びこう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん運営

うんえい

状
じょ

況
うきょう

（直
ちょ

営
くえい

・指
し

定
てい

管
か

理
んり

・民
み

間
んかん

移譲
いじょう

等
とう

）

運営
うんえい

主体
しゅたい

府県
ふけん

人口
じんこう

規模
きぼ

(R2.1.1住
じゅ

基
うき

台帳
だいちょう

人
　

口
じんこう

）

内訳
うちわけ

取組
とりくみ

・支援
しえん

等
とう

あり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

の経緯
けいい

・状況
じょうきょう

国
くに

－ 国立
こくりつ

のぞみの園
その

独立
どくりつ

行政
ぎょうせい

法人
ほうじん

（独
どく

）国立
こくりつ

のぞみの園
その

550 230

医療
いりょう

的
てき

配慮
はいりょ

グルー
　ぐるーぷ

プ

高齢者
こうれいしゃ

支援
しえん

グルー
　ぐるーぷ

プ

特別支援
とくべつしえん

グループ
　ぐるーぷ

・強度行動障
きょうどこうどうしょう

がい

・矯正施設退所
きょうせいしせつたいしょ

（有期
ゆうき

での支援
しえん

）

自立
じりつ

支援
しえん

グループ
　　ぐるーぷ

※１～3人
にん

部屋
 べや

利用
りよう

・Ｈ15.10に組織
そしき

形態
けいたい

を独立
どくりつ

行政
　ぎょうせい

法人
　　ほうじん

に移行
　いこう

する際
さい

、同年
どうねん

８月
がつ

の「国立
こくりつ

行政
ぎょうせい

法人
　ほうじん

化
　か

検討
けんとう

委員会
いいんかい

」報告書
ほうこくしょ

より「今
こ

後
んご

、新
あら

たな入所者
にゅうしょしゃ

は受
う

け入
い

れないこと

を基本
きほん

とし、現在
げんざい

の入所
にゅうしょ

者
　しゃ

について

は、地域
ちいき

への移行
いこう

を進
すす

めていかなけれ

ばならない」となった。

・Ｈ29.5、あり方
かた

検討会
けんとうかい

設置
　せっち

（～Ｈ

30.2、５回
かい

開催
かいさい

）。「今後
こんご

、事業
じぎょう

の効
こ

率化
うりつか

を図
はか

るため、国
くに

として役割
やくわり

を果
は

た

すべき事業
じぎょう

について具体的
ぐたいてき

なニーズ
　にーず

の

把握
はあく

に努
つと

めたうえで、本体事業
ほんたいじぎょう

との関
か

連
んれん

の薄
うす

い附帯事業
ふたいじぎょう

については、国
くに

で行
おこな

うべき事業
じぎょう

との関係
かんけい

から縮小
しゅくしょう

、廃止及
  はいしおよ

び移譲
いじょう

を含
ふく

めて抜本的
ばっぽんてき

に検討
けんとう

すべき」

との指摘
してき

。

入所者
にゅうしょしゃ

の重度化
じゅうどか

、高齢
こうれい

化
か

。近
き

年
んねん

、地域移行者数
ちいきいこうしゃすう

が減少
げんしょう

。財政
ざいせい

の問題
もんだい

。建物
たてもの

の老朽化
ろうきゅうか

。

運営
うんえい

主体
しゅたい

について、独立
どくりつ

行政
ぎょうせい

法
　

人
ほうじん

がよいのか検討
けんとう

する必要
ひつよう

があ

る（検討会
けんとうかい

報告書
　ほうこくしょ

より）。

【地域
ちいき

移行
いこう

等
とう

】

・新規
しんき

入所
にゅうしょ

の受入
うけい

れ中止
ちゅうし

。

・地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

室
しつ

を設置
せっち

。また、独自
どくじ

事業
じぎょう

として、地域
ちいき

生活
せいかつ

体験
たいけん

ホームを２

箇所
かしょ

設置
せっち

し、宿泊
しゅくはく

体験
  たいけん

等
 など

を実施
じっし

した上
うえ

で、地域
ちいき

のGHの利用
りよう

につなげた。

・再入所
さいにゅうしょ

を可能
かのう

とした（※医療
いりょう

的
てき

なケ

アが必要
ひつよう

等
など

の理由
りゆう

で再入所
さいにゅうしょ

あり）

・著
いちじ

しい行動障害
こうどうしょうがい

を有
ゆう

する者
もの

等
とう

、矯正
きょう

施設
せいしせつ

を退所
たいしょ

した知的障
ちてきしょう

がい者
しゃ

について

は、有期
ゆうき

（２年
ねん

）での入所支援
にゅうしょしえん

を実
じっ

施
し

。

最大
さいだい

定員
ていいん

はＨ

15時点。



令和
れいわ

３年
ねん

４月
  がつ

時点
じてん

最大
さいだい

時
じ 現状

げんじょう

最大
さいだい

時
 じ

現状
げんじょう

施設
しせつ

整備
せいび

面
めん

運営
うんえい

面
めん

県
けん

立等
たちとう

の障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

の検討
けんとう

事例
じれい

（過去
 かこ

の最大
さいだい

定員
ていいん

が400名
めい

以上
いじょう

、障害
しょうがい

者
もの

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

施行
しこう

以後
いご

にあり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

が実施
じっし

された施設
しせつ

）

府県
ふけん

等
とう 施設

しせつ

名
めい

備考
びこう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん運営

うんえい

状
じょ

況
うきょう

（直
ちょ

営
くえい

・指
し

定
てい

管
か

理
んり

・民
み

間
んかん

移譲
いじょう

等
とう

）

運営
うんえい

主体
しゅたい

府県
ふけん

人口
じんこう

規模
きぼ

(R2.1.1住
じゅ

基
うき

台帳
だいちょう

人
　

口
じんこう

）

内訳
うちわけ

取組
とりくみ

・支援
しえん

等
とう

あり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

の経緯
けいい

・状況
じょうきょう

愛知県
あいちけん

7,575,530

（参考
さんこう

）

心身
しんしん

障害
  しょうがい

者
　　　しゃ

コロニー
ころにー

廃止
はいし

（民
み

間
んかん

施設
　　しせつ

等
とう

へ移
い

行
こう

）

（社
しゃ

福
ふく

）養
よう

楽
らく

福祉
ふくし

会
かい

380 80

はるひ台
だい

学園
がくえん

130

養
よう

楽
らく

荘
そう

150

春日
かすが

台
だい

授産
じゅさん

所
しょ

100

（社
しゃ

福
ふく

）養
よう

楽
らく

福祉
ふくし

会
かい

80

【参考
さんこう

】

・養
よう

楽
らく

荘
そう

40、はる

ひ荘
そう

40（いずれも

建
たて

替
 か

えで一人
ひとり

居
きょ

室
しつ

）

・病院
びょういん

から児者施設
　じしゃしせつ

、研究
けんきゅう

・訓練施設
くんれんしせつ

にいたる多種多様
たしゅたよう

な機関等
きかんとう

を一
いっ

か所
しょ

に

整備
せいび

する大規模施設
　だいきぼしせつ

であったが、地域
ちいき

医療再生基金
いりょうさいせいききん

を活用
かつよう

し、病院
びょういん

、重心施
じゅうしん

設
しせつ

、地域療育センター
ちいきりょういくせんたー

機能
きのう

に絞
しぼ

った

「医療療育センター
いりょうりょういくせんたー

」に再編
さいへん

、250名
めい

の入所施設利用者
にゅうしょしせつりようしゃ

は、地域移行
ちいきいこう

（154

名）を進
すす

めるとともに他
た

の民間
みんかん

施設
しせつ

へ

移行
いこう

し、県立
けんりつ

の障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

は廃止
はいし

されている。

・Ｈ26.10、県有地
けんゆうち

を活用
かつよう

した民間
みんかん

に

よる施設
しせつ

整備
せいび

を決定
けってい

（社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

養
よう

楽
らく

福祉
ふくし

会
かい

）。

・Ｈ21.4春日台授産所
かすがだいじゅさんしょ

を廃止
はいし

。

Ｈ28.7はるひ台学園
だいがくえん

、養楽荘
ようらくそう

を

廃止
はいし

。

・重度
じゅうど

35名
めい

程度
ていど

は行先
いきさき

が見
み

つか

らなかったので、県
けん

で受入
うけいれ

施設
しせつ

の公募
こうぼ

を行
おこな

い、「養
よう

楽
らく

福祉
ふくし

会
かい

」

による施設
しせつ

の建設
けんせつ

を認
みと

め（80

名
めい

）、残
のこ

り全員
ぜんいん

の受入
うけいれ

を行
おこな

っ

た。

（県有地
けんゆうち

に養
よう

楽
らく

福祉
ふくし

会
かい

が整備
せいび

）

・国庫
こっこ

補助
ほじょ

は採択
さいたく

され、県
けん

も協
きょ

調
うちょう

で補助
ほじょ

を実施
じっし

（県
けん

単独
たんどく

補助
ほじょ

は

ない）。県有地
けんゆうち

の無償
むしょう

貸与
たいよ

は実
じっ

施
し

。

【県
けん

と民間
みんかん

の役割
やくわり

等
とう

】

（県
けん

）・病院
びょういん

と重心
じゅうしん

、研究
けんきゅう

機能
　きのう

を合
あ

わ

せた医療
いりょう

療育
りょういく

総合
　そうごう

センターを設立
せつりつ

・知的
ちてき

障害
しょうがい

者
　しゃ

授産
　じゅさん

施設
　しせつ

の廃止
はいし

（Ｈ21）

・障害者
しょうがいしゃ

支援
　しえん

施設
 しせつ

「養
よう

楽
らく

荘
そう

」の廃止
はいし

（Ｈ28.7）

（民間
みんかん

）・「養
よう

楽
らく

福祉
ふくし

会
かい

」等
とう

による利
り

用者
ようしゃ

の受入
うけい

、施設
しせつ

の建設
けんせつ

（80名
めい

）

【地域
ちいき

移行
いこう

等
とう

】

・再編
さいへん

中
ちゅう

は新規
しんき

入所
にゅうしょ

受入
うけい

れを停止
ていし

。

・保護者
ほごしゃ

向
む

け説明
せつめい

会
かい

の繰
く

り返
かえ

しの実
じっ

施
し

。

・ＧＨ見学会
けんがくかい

、移行
いこう

訓練
くんれん

・体験
たいけん

の実
じっ

施
し

。

施設
しせつ

ＨＰ、茨
い

城
ばらき

県
 けん

あすなろ

郷
さと

検討
けんとう

委員会
いいんかい

の資料
しりょう

「県立
けんりつ

あすなろの郷
さと

検討
けんとう

に係
かか

る先
せ

行
んこう

事例
じれい

調査
ちょうさ

結
けっ

果
か

」等
とう

より



令和
れいわ

３年
ねん

４月
  がつ

時点
じてん

最大
さいだい

時
じ 現状

げんじょう

最大
さいだい

時
 じ

現状
げんじょう

施設
しせつ

整備
せいび

面
めん

運営
うんえい

面
めん

県
けん

立等
たちとう

の障害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

の検討
けんとう

事例
じれい

（過去
 かこ

の最大
さいだい

定員
ていいん

が400名
めい

以上
いじょう

、障害
しょうがい

者
もの

総合
そうごう

支援
しえん

法
ほう

施行
しこう

以後
いご

にあり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

が実施
じっし

された施設
しせつ

）

府県
ふけん

等
とう 施設

しせつ

名
めい

備考
びこう

入所
にゅうしょ

定員
ていいん運営

うんえい

状
じょ

況
うきょう

（直
ちょ

営
くえい

・指
し

定
てい

管
か

理
んり

・民
み

間
んかん

移譲
いじょう

等
とう

）

運営
うんえい

主体
しゅたい

府県
ふけん

人口
じんこう

規模
きぼ

(R2.1.1住
じゅ

基
うき

台帳
だいちょう

人
　

口
じんこう

）

内訳
うちわけ

取組
とりくみ

・支援
しえん

等
とう

あり方
かた

等
とう

の検討
けんとう

の経緯
けいい

・状況
じょうきょう

佐賀県
さがけん

823,810
（参考

さんこう

）

佐賀
さが

コロニー
ころにー

民間
みんかん

移譲
いじょう

（社福
しゃふく

）若
わか

楠
くす

320 140
更生
こうせい

200

授産
じゅさん

120

青葉
あおば

園
えん

140

※１ユニット
　　ゆにっと

10名
めい

の個室
こしつ

・地域
ちいき

社会
しゃかい

・家族
かぞく

機能
きのう

の変化
へんか

、福祉
ふくし

サービス
　　さーびす

に対
たい

する利用者
りようしゃ

ニーズ
　にーず

の増
ぞ

大
うだい

、多様化
たようか

・高度
こうど

化
か

を受
う

け、今後
こんご

の施
し

設
せつ

福祉
ふくし

行政
ぎょうせい

における民間
みんかん

と県
けん

の役割
やくわり

の

明確
めいかく

化
か

を検討
けんとう

。地域
ちいき

移行
いこう

を進
すす

めて利用
りよう

定員
ていいん

を300人
にん

から135人
にん

に減少
げんしょう

させ、そ

の後
あと

、指定
してい

管理
かんり

などの期間
きかん

を経
へ

ずに公
こ

募
うぼ

によりＨ28に民間社会福祉法人
みんかんしゃかいふくしほうじん

に移
い

譲
じょう

している。

・建替
たてか

場所
ばしょ

は元
もと

の佐賀市
　さがし

ではなく鳥栖
　とす

市
し

。障害者
しょうがいしゃ

支援
　しえん

施設
 しせつ

「青葉
あおば

園
えん

」として

開設
かいせつ

（佐賀
さが

コロニー
　ころにー

と若
わか

楠
くす

が元来
がんらい

所有
しょゆう

の青葉
あおば

園
えん

との合併
がっぺい

施設
しせつ

）。

〇新施設
しんしせつ

整備
せいび

への支援
しえん

・建替
たてか

え費用
ひよう

については、国庫
こっこ

補助
ほじょ

基準
きじゅん

額
がく

の範囲
はんい

内
ない

で通常
つうじょう

の補
ほ

助
じょ

率
りつ

「４分
ぶん

の３」を「４分
ぶん

の

４」に増
ぞう

率
りつ

して補助
ほじょ

・施設
しせつ

整備
せいび

補助金
ほじょきん

の財源
ざいげん

確保
かくほ

・合併
がっぺい

先
さき

の青葉
あおば

園
えん

入所
にゅうしょ

者
  しゃ

への代
だ

替
いたい

施設
  しせつ

の提供
ていきょう

〇 家族
かぞく

会
かい

に対
たい

する説明会
せつめいかい

の開催
かいさい

〇 充実
じゅうじつ

した業務
ぎょうむ

引継
ひきつ

ぎ

〇 定年
ていねん

、任期
にんき

満了
まんりょう

でコロニー
  ころにー

を退職
たいしょく

する職員
しょくいん

の再雇用
さいこよう

（７人
にん

）

　※現職
げんしょく

職員
しょくいん

については、その他
た

の県
け

立
んりつ

福祉
ふくし

施設
しせつ

へ異動
いどう

施設
しせつ

ＨＰ
ほーむぺーじ

、

国立
こくりつ

のぞみの

園
えん

の在
あ

り方
かた

検
け

討
んとう

会
かい

　事例
じれい

発
はっ

表
ぴょう

資料
しりょう

等
とう

より

※過去
かこ

の最大
さいだい

定員
ていいん

が400名
めい

以上
いじょう

の施設
しせつ

でも、総合
そうごう

支援
 しえん

法
 ほう

施行
 しこう

以前
いぜん

に民間
みんかん

移譲
 いじょう

等
  とう

を終
お

えている施設
しせつ

は対象外
たいしょうがい

（北海道
ほっかいどう

：太陽
たいよう

の園
その

、千葉県
ちばけん

：東京都
とうきょうと

千葉
  ちば

福祉
ふくし

園
えん

、宮崎県
みやざきけん

：向陽
こうよう

の里
さと

など） 　

※愛知
あいち

県
けん

の心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

コロニー
　　ころにー

は、廃止
はいし

→民間
みんかん

施設
 しせつ

等
 とう

への移行
いこう

の事例
じれい

として参考
さんこう

掲載
 けいさい

。

※佐賀県
さがけん

の佐賀
さが

コロニー
ころにー

は、指定
してい

管理
かんり

などの期間
きかん

を経
へ

ず、県
けん

直営
ちょくえい

→民間
みんかん

移譲
 いじょう

に直接
ちょくせつ

移行
   いこう

し、かつ県内
けんない

の別
べつ

の場所
ばしょ

で県有地
けんゆうち

を活用
かつよう

した民間
みんかん

での施設
しせつ

整備
せいび

を実施
じっし

した事例
じれい

として参考
さんこう

掲載
  けいさい

。


